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　彗星核は、太陽から 5天文単位以遠の冷たい領域で太陽系形成初期に誕生した始原天体と考えられて
いる。米国航空宇宙局（NASA）の彗星探査機「スターダスト」が採取した試料の分析などから、彗星核に
は結晶質の珪酸塩が存在することが確認された。しかし結晶質の珪酸塩の生成には、高温加熱による融
解およびその後の冷却による凝結過程が必要であることから、彗星核に含まれる結晶質の珪酸塩がどのよ
うにして生成されたのかが謎とされていた。観測および理論的研究によって、この謎が解明されつつある。
　彗星核には水、アンモニア、メタンといった揮発物の
氷が含まれており、太陽から5天文単位（AU：1AUは
地球と太陽との間の距離で、約1.5 億 km）以遠の最低
温度 30ケルビン（K：絶対温度の単位。絶対温度（K）
=摂氏温度（℃）＋273.15）程度の低温領域で太陽系形
成初期に誕生した始原天体と考えられている。一方、
米国航空宇宙局（NASA）の彗星探査機「スター ダスト」
が採取した試料の分析などからは、彗星核には結晶質
の珪酸塩が存在することが確認されている。
　太陽系などの惑星系は、星間塵および星間ガスから
成る原始惑星系円盤から形成されると考えられており、
この円盤の塵に含まれる珪酸塩は主に非結晶質である。
結晶質の珪酸塩の生成には、1000K程度の加熱による
融解およびその後の冷却による凝結過程が必要である
ため、彗星核は低温領域に加え、高温領域で生成され
た物質を含むことになる。
　この彗星核の結晶質珪酸塩に関し、英科学誌「ネイ
チャ 」ー2009年5月14日号に2編の論文が掲載された。
ひとつは、NASA赤外線天文衛星「スピッツァ」による
若い星である「おおかみ座EX星」の突然の増光（アウ
トバ スート）の観測結果を報告した論文である。おおか
み座EX星は2008年1月、通常の100倍程度に増光し、
同年 4月に行われたスピッツァによる赤外線スペクトル
の観測から、原始惑星系円盤の内側に結晶質の珪酸塩
の存在が確認された。平穏期である2005 年に観測さ
れた赤外線スペクトルからは、結晶質の珪酸塩の存在
は確認されなかったため、アウトバ スートの加熱により
結晶質の珪酸塩が生成されたと推測され、主に非結晶
質の珪酸塩を含む星間塵から結晶質の珪酸塩が形成さ
れる過程が初めて観測された事例となる可能性がある。
　もうひとつの論文は高温領域由来の物質が彗星核に
存在し得るかの理論的考察である。原始惑星系円盤の
内側に在るμmオーダーの粒子が、円盤から発生する
赤外光の輻射圧によって浮遊し、恒星からの光の輻射
圧によって円盤表面に沿って外側に輸送されることが理
論的に解明された。粒子は、これを支えるのに十分な
赤外光輻射圧を生成できない円盤外側の低温領域で円
盤内部に戻ることになり、高温領域由来の結晶質珪酸
塩が彗星核に存在することを説明できる可能性が有る。
　原始惑星系円盤では、塵により可視光といった短い波
長の光は遮られるため、観測による研究では赤外線天文
衛星が活躍する。欧州宇宙機関（ESA）は2009 年 5月
14日、赤外線・サブミリ波天文衛星「ハ シーェル」を打ち
上げた。我が国でも、赤外線天文衛星「あかり」が世界ト
ップレベルの赤外線天体のカタログを作成すると共に、
赤外線による原始惑星系円盤の塵の観測なども行ってい
る。さらに、（独）宇宙航空研究開発機構（JAXA）および
ESAは、口径3.5mの大型望遠鏡を搭載するなどして、
今までに無い高い空間分解能・感度を実現する次世代赤
外線天文衛星「SPICA」を共同で検討している。
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図表　おおかみ座EX星のアウトバーストにより円盤の
内側で生成される結晶質珪酸塩 （想像図）　
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